
大分県林業研修所 将来ビジョンについて

施設の今後のあり方
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主な課題と解決策

①・研修項目を見直し、伐木等機械、走行集材機械、架線集材機械の特別教育やＩＣＴなど
新たな技術に対応した研修を充実させる。

・一方で、民間の教習機関でも開催するなど研修所でのニーズが低い技能講習は縮小・
廃止とし、より現場の実情に即したサービスの提供を行う。加えて、林業技術の習熟度
に応じたスキルアップ研修を行う。

・また、現場で普及している機械での研修ができきるよう、林業機械の計画的な更新を
行うとともに、研修フィールドや講師の確保・養成に努める。

②・林業体験研修やHPコンテンツの増加など、林業の魅力を発信する研修・広報を充実させる
とともに、林業団体等に対し施設活用についてのＰＲ活動を一層強化する。

【課題】 【解決策】
①人口減少に伴い、林業就業者数の減少が懸念
される中、林業の成長産業化を進めていくため
に必要な、機械化・ＩＣＴ化に対応した高い
生産性を有する人材の育成が進んでいない。

②新規就業者の確保に向け、林業に関心を持って
もらえる機会が少ない。

林業の生産性を高め、循環型林業を担う人材を育成するため、林業就業
者に必要な技術研修を行うとともに、林業に触れる場の提供など新規就業
者の確保に努めることで、林業就業者の技術向上や就業支援まで一体的に
取り組む。

①資格の取得、特別教育・安全教育や技能講習を受講
でき、林業就業者の確保・育成を行う施設

②林業を学び、チェーンソーなどの基本的な機械や作業
に触れ、林業の魅力を感じることができる施設

存 続
（利活用）

①生産性の向上や安全作業の徹底を目指す林業就業者

②高校生やＵＩＪターン者など、林業への興味関心が
ある方や就業を考えている方

①利用者及び主催者の満足度を向上させるため、研修
項目の見直しや施設・機械の機能充実に取り組む。

②実技研修の充実を図るため、常設的な林業研修
フィールドを確保する。

③新規就業者確保のため、高校生やＵＩＪターン者
などに対する広報活動や体験研修等を充実させる。

①研修受講延べ人数の増（過去３年平均：3,077人／年）
3,900人／年 （参考Ｒ１実績：3,801人／年）

②研修満足度の維持 （過去３年平均：98％）
98％


